
新たな医療情報連携基盤の構築に向けた調査の実施について

〇調査の目的：更なる医療情報の推進や患者満足度向上に資する新たな医療情報連携基盤の構築に向け、医療情報の共有、

連携や利活用等における状況、先行事例や課題等に関する調査・整理を行い、今後の施策展開等につなげる

〇実施時期 ：令和８年７月～９月

〇調査対象者：国、他国、他道府県の地方自治体、地域医療連携ネットワーク事業者、医療機関等

概要

区分 調査対象 把握したい主な事項 主な調査内容（想定） 活用の方向性

①  

国
の
動
向
調
査

■全国医療情報プラットフォーム
■電子カルテ情報共有サービス
ほか関連する情報連携基盤

✓それぞれの動向や課題

➣ システム・技術面の仕様

➣ 同意取得等の各業務フロー

➣ 既存の地域医療連携ネット

ワーク等との棲み分け

➣ 制度面・運用面の課題

➣ 二次利用

・国との連携

・都の医療情報連携基
盤の位置づけや接続
の設計

②  

他
国
の
動
向
調
査

■先進的な医療情報連携基盤

✓ 医療情報の連携方法
や範囲、医療機関や患
者向けの機能や流れ

✓ 最新技術の活用事例

➣医療機関や患者と連携して
いる医療情報の範囲

➣医療情報の連携方式（ファ
サード型・レポジトリ型
等）

➣医療機関や患者向けの機能
やニーズ

➣同意取得、名寄せ、二次利
用などの流れや収支構造

➣行政政策への活用など、医
療情報の活用場面

➣最新のAIやセキュリティ技
術等の活用事例

・都の医療情報連携基
盤における医療情報
の連携範囲や流れ、
最新技術の検討

・連携方式ごとのメ
リット、デメリット
の整理

・行政政策への活用
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区分 調査対象 把握したい主な事項 調査内容（想定） 活用の方向性

③  

他
県
等
の
動
向
調
査

地域医療連携ネットワーク

✓地域医療連携ネット
ワークの状況と課題

✓連携実績が多いネット
ワークの特徴

➣医療機関や患者と連携して
いる医療情報の範囲

➣医療情報の連携方式（ファ
サード型・レポジトリ等）

➣活用シーンや活用実績
➣同意取得や名寄せ等の流れ
➣医療機関や患者向けの機能
やニーズ

➣行政政策への活用など、医
療情報の活用場面

➣ＡＩなど最新技術の活用
➣国との連携（マイナポータ
ル等）

➣法や制度面・運用面の課題

・都の医療情報連携基盤
の医療情報の医療情報
の連携範囲や流れ、最
新技術の検討

・国との接続

・医療機関や患者ニーズ
があり活用しやすい機
能やＵＩ等の把握

・行政政策への活用

医療機関個別の医療情報連携
の取組（グループ内連携を含
む）

✓医療機関における医療
情報連携のニーズ

〇今後のスケジュール

令和８年度
令和９年度

令和１０年度
以降

4～6月 ７月 ８月 9月 10月 11月 12月 １月 2月 ３月

調査委託
  事業者
選定・契約

調査の実施

★基本構想
案

●協議会・部会

※令和８年度から電子カルテ部会を「電子カルテ・医療連携部会」に改組

●部会 ●協議会

一部機能から
プロトタイプ
で構築後、
順次運用
（アジャイル
方式）
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地連に参加しているかどうか、という
切り口よりも、医療機関個別やグ
ループでできる小規模連携のよりとこ
ろを知りたい

マイナポータルと連携しているような
ネットワークがあればぜひ知りたい

たくさん使われているネットワークの
実績や特徴を知りたい

使いやすくて普段使いでたくさんつ
かってもらえる基盤とするためのヒン
トが欲しいところ

★基本構想
策定

要件定義
事業者選定・契約・作成

■ 調査実施案 ■ 
調
査
結
果 必要に応じ

部会を開催
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